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毎
年
各
地
で
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が

け
崩
れ
等
の
土
砂
災
害
が
発
生
、
人
命
、

財
産
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
住
む
山
江
村
は
、
周
囲
を

急
峻
な
山
々
で
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
大

雨
が
降
る
と
、
河
川
は
急
激
に
増
水
し
、

土
砂
や
石
が
流
れ
、
災
害
が
起
き
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

こ
の
た
め
、
国
や
県
、
市
町
村
で
は
、

梅
雨
・
集
中
豪
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
備

え
、
６
月
を

「
土
砂
災
害
防

止
月
間
」
と
定

め
、
土
砂
災
害

に
対
す
る
防
災

に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
運
動

を
、
全
国
的
に

展
開
し
て
い
ま

す
。村

で
は
「
土

砂
災
害
防
止
月

間
」
に
土
砂
災

害
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
防
災
知
識
の
普
及
、
警

戒
避
難
態
勢
整
備
の
促
進
等
の
運
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
６
月
中
旬
の
豪
雨
に
よ
り
、
村
内

で
も
数
箇
所
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
現

在
、
土
砂
崩
れ
等
の
報
告
が
数
件
あ
り
ま

し
た
が
、
幸
い
人
的
被
害
は
免
れ
て
い
ま

す
。
掲
載
し
た
写
真
は
、
昨
年
の
台
風
21

号
（
９
月
28
〜
29
日
）
に
よ
る
万
江
地
区

横
手
の
道
路
災
害
で
す
が
、
流
出
し
た
土

砂
と
風
倒
木
で
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な

っ
た
様
子
で
す
。
直
ぐ
近
く
に
砂
防
ダ
ム

が
あ
っ
た
た
め
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
水
の
力
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

土
砂
災
害
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
が
引

き
金
と
な
っ
て
起
こ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
１
０
０
ミ
リ

を
超
え
た
り
、
１
時
間
に
20
ミ
リ
以
上
の

雨
が
降
っ
た
り
す
る
と
危
険
信
号
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
の
気
象
情
報
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
突
発
的
に
発
生
す
る
の
も
土
砂

災
害
の
特
徴
で
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
の
心
構

え
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

避
難
す
る
場
所
や
経
路
も
、
あ
ら
か
じ
め

家
族
や
地
域
で
決
め
て
お
い
た
ほ
う
が
良

い
で
し
ょ
う
。
早
期
の
自
主
避
難
に
よ
り
、

人
的
被
害
を
免
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
す
。

避
難
の
際
に
は
、
も
う
一
度
火
の
元
を

確
か
め
て
下
さ
い
。

「
雨
が
降
っ
て
い
な
い
の
に

川
の
水
が
濁
る
」、「
雨
の
割
に

は
谷
の
水
の
量
が
多
い
」、「
地

鳴
り
が
す
る
」
と
い
っ
た
現
象

が
あ
る
と
き
は
鉄
砲
水
や
土
砂

崩
れ
の
ま
え
ぶ
れ
で
す
の
で
、

早
急
に
現
場
を
離
れ
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

以
上
の
よ
う
な
現
象
が
確
認

さ
れ
た
ら
役
場
建
設
課
（
２
３

―
６
４
４
９
）、
ま
た
は
県
土

木
部
（
２
２
―
５
５
５
２
）
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
村
内

各
地
区
の
避
難
場
所
は
下
記
の

と
お
り
で
す
の
で
、
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

区 避　難　場　所 
１ 
２ 
３ 
 
４ 
５ 
６ 
 
７ 
 
８ 
 
 
９ 
 
10

合戦峰公民館 
秋丸地区農業構造改善センター 
井手の口公民館 
寺山公民館 
第４区自治会館 
西川内公民館 
黎明館 
山江村体育館 
一丸公民館 
山江中学校体育館 
小山田公民館 
北永シ切集会所 
山田小学校体育館 
別府公民館 
蓑原地区集会所 
東浦公民館 

区 避　難　場　所 
10 
11 
 
12 
13 
 
14 
 
 
 
 
15 
 
16

新層地区公民館 
岩ヶ野公民館 
下払自治会館 
尾崎公民館 
城内公民館 
下の段公民館 
自然休養村管理センター 
神園公民館 
柳野公民館 
小森公民館 
淡島公民館 
屋形多目的集会施設 
尾寄崎キャンプ場 
大川内公民館 
水無地区公民館 

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す 
６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す 
６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す 



親 子 で  

万江ウォッチング！！ 万江ウォッチング！！ 

来
る
９
月
９
日
（
金
）、
10
日
（
土
）、

11
日
（
日
）
に
市
民
メ
デ
ィ
ア
全
国
交
流

集
会
（
住
民
テ
レ
ビ
全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
山

江
）
が
実
行
委
員
主
催
の
も
と
、
山
江
村

体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
使
っ
て
地
域
お
こ
し
の
た
め

に
情
報
発
信
の
活
動
を
し
て
い
る
、
山
江

村
の
「
マ
ロ
ン
て
れ
び
」
と
同
じ
よ
う
な

団
体
の
関
係
者
約
２
０
０
人
が
全
国
よ
り

一
同
に
集
い
、「
マ
ロ
ン
て
れ
び
」
や
、

「
山
江
村
」
を
研
修
に
来
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
４
月
22
日
に
山
江
村
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
１
回
目
の

実
行
委
員
会
、
５
月
17
日
に
宿
泊
、
食
事

班
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
班
会
議
が
行
わ
れ
着
々

と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
方
々
と
広
く
交
流
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
現
在
各
戸
に
申
込
書
を

配
布
し
、
民
家
体
験
宿
泊
の
受
け
入
れ
先

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

市
民
メ
デ
ィ
ア
交
流
集
会
は
、
山
江
村

を
全
国
に
売
り
だ
す
絶
好
の
機
会
で
あ
る

と
同
時
に
、
山
江
村
内
の
各
分
野
に
お
い

て
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
、
さ
ら
な
る
山

江
村
の
発
展
に
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
の
で
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
村
を
あ
げ

て
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
山
江
村
役
場
企
画
情
報
セ
ン

タ
ー
（

２
３
―
５
２
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



このコーナーは、山江村でいろんな事に頑

張っている「人」を紹介していくものです。

今月は、第３区長 吉田勝利さんにインタビ

ューしました。

Ｐ Ｌ Ｏ Ｆ Ｉ Ｌ Ｅ

吉田　勝利（よしだ　かつとし）

第３区長

子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
地
区
づ
く
り

（
聞
き
手
）
は
じ
め
に
３
区
の
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
区
は
井
出
ノ
口
地
区
と

寺
山
地
区
の
２
つ
の
地
区
か
ら
構

成
さ
れ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
毎
年

２
月
１
日
に
「
ゆ
が
わ
講
」
と
い

う
行
事
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
老
人
会
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
竹
を
曲
げ
て

作
っ
た
「
か
け
ひ
ご
」
に
焼
酎
を

入
れ
て
一
軒
一
軒
に
配
り
、
井
戸

や
水
道
に
飾
り
水
神
さ
ん
を
お
ま

つ
り
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
昔

は
年
寄
り
の
人
が
わ
ら
を
編
ん
で

綱
を
作
り
行
っ
て
い
た
「
綱
引
き
」

も
こ
の
地
区
の
伝
統
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
会

が
主
体
と
な
っ
て
「
も
ぐ
ら
打
ち
」

を
行
っ
て
お
り
、
地
元
出
身
者
で

村
外
に
嫁
い
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

の
子
供
さ
ん
も
来
ら
れ
、
大
変
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
そ
れ
で
は
３
区
の
自

慢
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
田
川
の
鯉
が
有
名
で

す
。
餌
場
に
10
円
で
餌
を
用
意
し

て
お
り
、
ど
な
た
で
も
鯉
に
餌
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
夏
休
み
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
時
期
に
な
る
と
、
他
の
地
区
か

ら
も
鯉
に
餌
を
や
り
に
来
ら
れ
ま

す
。
他
の
地
区
に
は
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
自

慢
で
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
に
就
任
さ

れ
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

挨
拶
を
す
る
こ
と
で
、
子

供
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
わ

き
あ
い
あ
い
と
気
持
ち
よ
く
暮
ら

せ
る
地
区
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
聞
き
手
）
山
江
村
に
要
望
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ

過
疎
化
が
進
む
と
、
こ
れ

か
ら
広
域
合
併
も
視
野
に
入
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
田
舎
が

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
な
政
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
聞
き
手
）
区
長
さ
ん
の
今
一
番

の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

熊
本
に
い
る
孫
と
会
う
こ

と
が
一
番
の
楽
し
み
で
す
。
ま
た

農
家
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
農
作

物
の
成
長
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。



平
成
17
年
６
月
１
日
、
山
江
村
生
涯
学

習
講
座
が
講
師
の
先
生
方
や
受
講
生
約
50

名
の
参
加
の
も
と
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

村
長
の
挨
拶
の
後
、
各
講
座
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、

舞
踊
、
三
味
線
、
英
会
話
、
書
道
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、
ギ
タ
ー
と
新
規
に
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
太
極
拳
を
加
え
９
講
座
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
全
体
で
は
延
べ

１
０
０
名
が
受
講
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
と
し
て
各
講

座
や
村
内
文
化
芸
術
活
動
を
行

っ
て
お
ら
れ
る
団
体
や
個
人
を

含
め
て
「
山
江
村
文
化
協
会
」

を
設
立
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

各
講
座
の
受
講
希
望
の
方
は

随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
教
育
委
員
会
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

水
稲
の
栽
培
は
従
来
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

り
３
回
ほ
ど
耕
起
し
田
植
機
に
よ
る
箱
苗

の
植
え
付
け
が
一
般
的
な
栽
培
方
法
で
す
。

今
回
の
特
長
は
乾
田
状
態
の
田
に
ア
タ

ッ
チ
メ
ン
ト
を
取
り
付
け
た
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
り
肥
料
と
種
子
消
毒
し
た
種
籾
そ
し

て
農
薬
を
同
時
に
散
布
・
播
種
す
る
も
の

で
す
。

今
回
山
江
村
で
始
め
て
新
し
い

栽
培
方
法
に
挑
戦
し
た
の
は
山
田

井
出
の
口
の
上
村
敏
さ
ん
。
５
月

12
日
白
鳥
地
区
の
田
で
関
係
者
が

見
守
る
中
、
作
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。あ

ら
か
じ
め
１
ヶ
月
前
に
除
草

剤
を
散
布
し
た
乾
田
に
大
型
ト
ラ

ク
タ
ー
が
エ
ン
ジ
ン
音
を
響
か
せ

30
ア
ー
ル
を
１
時
間
30
分
で
作
業

を
完
了
し
ま
し
た
。
耕
起
は
種
子

や
肥
料
が
隠
れ
る
く
ら
い
の
覆
土

を
す
る
だ
け
で
し
た
。

現
在
稲
の
品
種
は
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

が
ほ
と
ん
ど
で
６
月
上
旬
に
田
植

え
が
集
中
し
、
又
品
種
の
特
性
と

し
て
倒
伏
に
弱
い
た
め
、
農
家
は
非
常
に

苦
労
し
て
い
る
状
況
で
、
今
回
の
栽
培
が

一
定
の
成
果
を
上
げ
る
と
、
機
械
利
用
組

合
に
作
業
委
託
し
て
い
る
兼
業
農
家
や
大

規
模
の
農
家
で
は
こ
の
栽
培
方
法
に
定
着

す
る
の
で
は
な
い
か
と
経
済
課
職
員
は
考

え
て
い
ま
す
。



本村の畜産農家は、昭和４０年当時は繁殖農家３００戸、酪農家においても４０戸に及んでおりましたが、
最近、後継者不足及び飼養者の高齢化に伴い、畜産農家は減少し、現在では、繁殖農家が７８戸、酪農家にお
いても６戸と減少しております。
しかしこのような厳しい情勢の中、平成１７年４月２０日に行われた球磨郡市連合子牛品評会で山江村が何

十年ぶりに優勝を果たしました。
この連合子牛品評会は、雌牛５頭を含め球磨郡市併せて２８頭の出場でした。
柳瀬利治氏（肉用牛振興会長）は、「優勝なんて何十年ぶりばいな。俺ももうちょっとはまらんばいかん。」

と気合いを入れておられました。
本村の畜産農家も、これを気に今後の飼養の意気込みに期待したいものです。
尚、成績は次のとおりです。

優勝山江村　　２位湯前町　３位あさぎり町

１等賞　２席　丸山幸喜（なつみ号）
〃　　３席　中村尚夫（わかば号）
〃　　８席　豊永泰愛（まさこ２号）
〃　　11席　西村健雄（さち号）
２等賞　　　　迫田義行（てんか号）

山
江
村
で
は
、
最
近
の
い

も
焼
酎
ブ
ー
ム
に
あ
や
か

り
、
平
成
16
年
度
畑
作
物
と

し
て
、
焼
酎
原
料
の
甘
藷
栽

培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

葉
タ
バ
コ
生
産
農
家
４
戸

が
１
ha
の
畑
で
契
約
栽
培
し

ま
し
た
が
、
昨
年
の
夏
場
の
か
ん
ば
つ
、

秋
の
相
次
ぐ
台
風
に
も
影
響
を
受
け
ず
、

予
定
よ
り
収
量
が
多
く
関
係
農
家
は
喜
ん

で
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
は
３
ha
と
大
幅

な
作
付
け
を
予
定
し
て
お
り
、
役
場
経
済

課
で
は
川
辺
川
造
成
地
区
で
の
有
望
な
畑

作
物
と
し
て
、
団
地
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。そ

の
甘
藷
（
黄
金
せ
ん
が
ん
）
で
作
っ

た
焼
酎
が
こ
の
ほ
ど
出
来
上
が
り
関
係
者

が
試
飲
し
ま
し
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
山
江
村
で
契
約
栽
培

し
た
「
黄
金
せ
ん
が
ん
」
で
造
っ
た
焼
酎

と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

い
も
焼
酎
特
有
の
匂
い
を
押
さ
え
、
ま

ろ
や
か
な
口
あ
た
り
が
好
評
で
７
２
０
ml

（
４
合
瓶
）
１
、
２
０
０
円
で
村
内
の
酒
店

と
物
産
館
で
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。



農業を取り巻く情勢は非常に厳しく、特に高齢者や兼業農家では耕
作放棄している農地が増加し、その農地から葛や竹そして小潅木まで

繁茂し病害虫の発生源となり、専業農家の意欲にも影響を与えています。特に川辺川造成地の山刀失・北山神
地区の３３ヘクタールの団地において深刻で約５ヘクタールが荒地化していました。
そこで、農業委員会では現地を調査し、所有者と協議し、規模拡大を目指している認定農業者との契約仲介

をしました。その結果約４ヘクタールの農地の５～10年
の貸借契約が済み一部は優良な農地としてよみがえりま
した。
今回荒れていた農地２区画８０アールを３名共同で借
りた番慶地区の三川さんは、「あと２～３年耕作放棄の
ままだと手がつけられない状態になった。今回の農業委
員会の取り組みに感謝している」と語っておられました。
山江村では農地の流動化促進として経営規模拡大を図
ろうとする農家（認定農業者）に対し１０a当り貸し手
農家に８千円、借り手農家に１５千円を補助金として交
付しております。耕作放棄農地についてのご相談につい
ては経済課農政係・農業委員会係まで連絡下さい。

こ
の
制
度
は
、
平
地
に
比
べ
自
然
的
、

経
済
的
、
社
会
的
不
利
な
地
域
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
み
、

担
い
手
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等

で
多
面
的
機
能
が
低
下
す
る
の
を
防
ぐ
目

的
で
平
成
12
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
５
年

間
の
事
業
で
、
平
成
16
年
度
で
最
終
年
度

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
次
期
政
策
と
し
て
新

た
に
平
成
17
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

こ
の
政
策
に
乗
る
た
め
に
は
、

集
落
の
協
定
継
続
の
意
思
が
必
要

と
な
り
、
次
の
条
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
農
振
農
用
地
区
域
内

②
１
ha
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る

農
用
地

③
農
業
生
産
条
件
が
不
利
で
耕
作

放
棄
さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
次

の
農
用
地

◯
急
傾
斜
の
農
用
地
（
田
１
／
20

以
上
、
畑
・
草
地
・
採
草
牧
草

地
15
度
以
上
）

◯
緩
傾
斜
の
農
用
地
（
田
１
／
100

以
上
〜
１
／
20
未
満
、
畑
・
草
地
・
採

草
牧
草
地
８
度
以
上
〜
15
度
未
満
）

集
落
協
定
を
結
び
、
５
年
以
上
継
続
し

て
耕
作
や
農
用
地
等
の
管
理
を
す
る
こ
と
。

（
途
中
で
の
脱
退
等
に
よ
る
減
は
、
遡
っ
て

交
付
金
の
返
還
と
な
り
ま
す
。）

集　落　名 

丸岡集落 
（万江井出の口・寺山・
山田井手の口・寺の下） 

神園集落 
（万江神園） 

新層集落 
（山田新層） 

計 

協定者数 

60 

22 

28 

110

協定面積 
交付金額 

2,093,027 

679,909 

1,707,953 

5,323,889

田 畑 

― 

― 

― 

― 

348,017 

129,732 

176,309 

654,058



６
月
11
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
。
山
江

村
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
特
別
展
『
知
ら

れ
ざ
る
西
南
の
役
―
薩
軍
・
官
軍
・
屯
田

兵
は
、
そ
の
時
ど
う
し
た
―
』
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

今
年
は
、
明
治
10
年
に
西
南
の
役
が
お

き
て
百
二
十
八
年
目
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
戦
い
の
中
で
、
旧
山
田
村
・
万
江
村
を

舞
台
に
戦
っ
た
薩
軍
、
官
軍
。
中
で
も
、

官
軍
の
一
軍
は
、
遠
く
北
海
道
か
ら
出
征

し
た
琴
似
・
山
鼻
屯
田
兵
た
ち
が
中
心
で

し
た
。
現
在
で
も
、
そ
の
時
の
土
塁
・
台

場
跡
な
ど
が
、
村
内
各
地
に
現
存
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
屯
田
兵
創
設
百
三
十
年
を
記

念
し
て
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
西
南

の
役
の
歴
史
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、

熊
本
城
・
田
原
坂
の
戦
い
の
あ
と
、
人
吉

で
の
決
戦
に
至
る
ま
で
の
史
資
料
・
遺

物
・
古
写
真
な
ど
約
百
二
十
点
で
す
。
一

部
の
展
示
品
に
つ
い
て
は
、
前
期
・
後
期

に
分
け
て
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

遠
く
北
海
道
・
札
幌
市
西
区
役
所
か
ら

は
、
西
南
の
役
で
着
用
し
て
い
た
屯
田
兵

服
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
熊
本
城

総
合
事
務
所
か
ら
は
熊
本
鎮
台
本
営
之

印
・
谷
　
干
城
が
所
持
し
た
短
銃
。
植
木

町
田
原
坂
資
料
館
か
ら
は
四
斤
山
砲
・
水

筒
・
帽
子
・
墓
標
。
熊
本
市
立
博
物
館
か

ら
は
薩
軍
・
官
軍
が
所
持
し
た
小
銃
・
陳

鍋
・
錦
絵
な
ど
。

ま
た
、
数
多
く
の
個
人
の
方
か
ら
も
未

公
開
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

四
斤
山
砲
・
砲
弾
・
西
郷
隆
盛
が
飲
ん
だ

杯
な
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
珍
し
い
も
の
ば

か
り
で
す
。
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

５
月
１
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
本
田

正
次
副
団
長
の
後
任
と
し
て
、
村
坂
純
一

氏
（
山
田
寺
ノ
下
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

村
坂
副
団
長
は
、
第
二
分
団
で
の
二
十
年

間
の
消
防
経
験
と
指
導
力
を
か
わ
れ
、
今

回
の
副
団
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

山
江
村
の
消
防
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
災

害
防
除
等
に
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
副
団
長
を
退
職
さ
れ
た
本

田
正
次
氏
は
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
・
防

災
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
功
績

に
、
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
、
今
後

の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

40,000 
35,000 
30,000 
25,000 
20,000 
15,000 
10,000 
5,000 
0

16～19才 

20～29才 

30～39才 

40～49才 

50～59才 

60～64才 

65～69才 

12
年度
 

13
年度
 

14
年度
 

15
年度
 

16
年度
 

年齢別献血者数の推移 

献
血
者
数 



老人医療 
だより 

下表のとおり、入院時の一部負担金限度額はひ
と月1病院当たり40,200円となっていますが、（一定
以上所得者を除く）ただし、一部負担金限度額の
特例があります。

入院中の食事についての標準負担額は、1日780

円です。ただし、次に該当する人については標準

負担額の特例があります。

該　　当　　者 
一定所得者 
低所得Ⅱ（①世帯主及び世帯 
全員が住民税非課税の方） 
低所得Ⅰ（①に該当し、かつ、 
各種所得等から必要経費・控 
除を差し引いた所得が０円と 
なる世帯に属する方） 

一定以上所得者（老人医療受給 
者で各種控除後の課税所得が基 
準額以上の方、及びその方と同 
一世帯の老人医療受給者） 

入院時一部負担金限度額（ひと月１病院当たり） 
40,200 

24,600 

15,000 

40,200円＋α（医療費分） 

該　　当　　者 
一定所得者 

低所得Ⅱ 

 

低所得Ⅰ 

入院時食事負担額（１日分） 
780円 

90日までの入院　650円 

91日以降の入院　500円 

300円 

老人医療では、低所得者Ⅰ・Ⅱを対象とした入院時の医療費の限度額の
減額 、1日当たりの食事の減額の特例
があります。認定期間は、申請月の初日より翌年の7月末日までとなります。

どちらも申請が必要となりますので、
保健衛生課（２４－１７００）までお願いします。
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今
年
度
の
山
江
村
日
本
脳
炎
集
団
予

防
接
種
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
５
月
30

日
に
緊
急
勧
告
と
し
て
日
本
脳
炎
予
防

接
種
勧
奨
を
控
え
る
よ
う
に
市
町
村
に

連
絡
が
あ
っ
た
為
の
決
定
で
す
。

勧
告
の
理
由
は
、
昨
年
の
夏
、
山
梨

県
の
女
子
中
学
生
が
接
種
後
に
重
い
健

康
被
害
（
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ：

急
性
散
在
性
脳

脊
髄
炎
）
と
な
ら
れ
た
こ
と
と
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
使
用
と
の
因
果
関
係
を
、

厚
生
労
働
省
が
今
年
５
月
26
日
に
認
定

し
た
こ
と
か
ら
、
慎
重
を
期
す
る
た
め

と
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
本
年
予
防
接
種
を

受
け
る
べ
き
年
齢
の
方
が
予
防
接
種
を

受
け
な
く
て
も
、
日
本
脳
炎
に
感
染
し

発
症
す
る
機
会
は
極
め
て
ま
れ
と
考
え

ら
れ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
注
意
と
し

て
戸
外
へ
出
か
け
る
と
き
に
は
、
念
の

た
め
で
き
る
限
り
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を

身
に
つ
け
る
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
を
も
っ

た
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
な
注
意

を
す
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
後
に
つ
い
て
は
「
リ
ス
ク

の
低
い
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
す
す
み
、

供
給
体
制
が
で
き
れ
ば
実
施
再
開
の
可

能
性
も
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

担
当
　
山
江
村
役
場
　
保
健
衛
生
課

電
話
　
２
４
―
１
７
０
０
（
直
通
）

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（e-T
ax

）
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
が
、
自
宅
や

事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
従
来
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
各
種
手
続
（
①
所
得
税
、
法
人

税
及
び
消
費
税
の
申
告
、
②
全
税
目
の

納
税
、
③
申
請
、
届
出
等
）
に
加
え
、

平
成
17
年
４
月
11
日
か
ら
、
酒
税
及
び

印
紙
税
の
申
告
手
続
が
利
用
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

e-T
ax

に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
ご
質
問
に
つ
い
て
は

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯e-Tax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

◯
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
　

（
０
５
７
０
）
０
１
５
９
０
１
（
全

国
一
律
市
内
通
話
料
金
・
平
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

詳
し
く
は
人
吉
税
務
署
総
務
課
（

２
３
―
２
３
１
１
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

☆
告
示
日
　
７
月
５
日
（
火
）

☆
投
票
日
　
７
月
10
日
（
日
）

日
時：

７
月
５
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所：

山
江
村
役
場
２
階
大
会
議
室

日
時：

７
月
５
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所：
山
江
村
役
場
２
階
大
会
議
室

※
立
候
補
届
出
並
び
に
辞
退
届
出
は
、

郵
便
に
よ
る
郵
送
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

山
江
村
選
挙
管
理
委
員
会

次
の
と
お
り
職
員
の
採
用
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

３
名
程
度

平
成
18
年
４
月
１

日
の
予
定

学
歴
　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込
）
者

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
を
有

す
る
者

年
齢
　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者身
体
基
準
あ
り

申
込
方
法

消
防
本
部
総
務
課
に
備
え
付
け
の

「
採
用
試
験
申
込
書
Ⅰ
Ⅱ
」（
受
験
票
を

含
む
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真

（
申
込
３
か
月
以
内
に
写
し
た
も
の
）
を

貼
っ
て
、
申
込
先
に
持
参
又
は
郵
送
し

て
下
さ
い
。

郵
送
す
る
場
合
は
必
ず
簡
易
書
留
に

し
て
、
封
筒
の
表
左
隅
に
「
採
用
試
験

申
込
書
」
と
朱
書
し
て
ご
送
付
く
だ
さ

い
。申

込
先
　

〒
８
６
８
―
０
０
８
３
　

熊
本
県
人
吉
市
下
林
町
１
番
地



人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務

課
　
宛
て

受
付
期
間

平
成
17
年
７
月
11
日
（
月
）
か
ら
平

成
17
年
８
月
５
日
（
金
）
ま
で

※
持
参
の
場
合
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
の
間
に
受
付
け
ま
す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
５
日
（
金
）

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

受
験
票
の
交
付

受
付
期
間
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

８
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
届
か
な
い
場

合
は
、
消
防
本
部
総
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

採
用
試
験
の
日
程
等

日
時：

平
成
17
年
８
月
28
日
（
日
曜
日
）

午
前
８
時
30
分

場
所：

人
吉
市
下
林
町
１
番
地
　

人
吉
下
球
磨
消
防
本
部

科
目：

教
養
試
験
、
作
文
、
身
体
・
体

力
検
査
（
懸
垂
、
腕
立
伏
せ
、
起
上
り
、

握
力
、
肺
活
量
、
背
筋
力
等
）

携
行
品：

筆
記
具
（
HB
の
鉛
筆
、
消
し

ゴ
ム
等
）
ト
レ
パ
ン
、
運
動
靴
、
昼
食

第
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い
て
行
い

ま
す
。（
９
月
25
日
予
定
）

日
時
・
場
所：

第
１
次
試
験
合
格
者
の

み
通
知
し
ま
す
。

面
接
試
験：

主
と
し
て
人
格
・
職
見
等

に
つ
い
て
個
別
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

身
体
検
査

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
尋

ね
下
さ
い
。

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

０
９
６
６
―
２
２
―
５
２
４
１

内
線
２
２
２

10
月
29
日
（
土
）
・
30
日
（
日
）
に

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
（
上
益
城
郡
益
城

町
）
を
主
会
場
に
、
県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク

（
県
央
会
場：

熊
本
市
、
県
北
会
場：

山

鹿
市
、
阿
蘇
会
場：

阿
蘇
市
、
県
南
会

場：

水
俣
市
、
人
吉
・
球
磨
会
場：

人

吉
市
、
天
草
会
場：

本
渡
市
）
で
開
催

さ
れ
る
第
14
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
火
の
国
く
ま
も
と
の
参

加
者
を
８
月
10
日
（
水
）
ま
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
特

に
活
動
し
て
い
な
い
方
や
こ
れ
か
ら
活

動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

29
日
（
土
）
は
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

で
開
会
式
、
テ
ー
マ
ト
ー
ク
、
ふ
れ
あ

い
広
場
な
ど
、
30
日
（
日
）
は
熊
本
市

市
民
会
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ー
ク
や

閉
会
式
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
熊
本
出
身
の

有
名
人
が
出
演
し
ま
す
。
熊
本
を
訪
れ

る
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
交

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
一
部
有
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
14
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ス

テ
ィ
バ
ル
火
の
国
く
ま
も
と
実
行
委
員

会
事
務
局

０
９
６
―
３
２
４
―
５
４
５
６

FAX
０
９
６
―
３
２
４
―
５
４
２
７

電
子
メ
ー
ル
　vof@

kum
ashakyo.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w
w
.vf-kum

am
oto.jp

広
報
や
ま
え
５
月
号
で
掲
載
し

ま
し
た
、
村
指
定
ゴ
ミ
袋
の
価
格

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
ゴ
ミ
袋
大
２
０
０
円
（
税
込
み
）

が
税
抜
き
価
格
表
示
の
た
め
、

２
１
０
円
（
税
込
み
）
へ
訂
正
。

・
ゴ
ミ
袋
中
１
５
０
円
（
税
込
み
）

が
税
抜
き
価
格
表
示
の
た
め
、

１
５
７
円
（
税
込
み
）
へ
訂
正
。
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旬の食材が一番！ 

★材料 
・南瓜200ｇ・玉葱1/4ｹ・ﾊﾞﾀｰ 大ｻｼﾞ１ 
・固形スープの素1/2ヶ・牛乳1ｶｯﾌﾟ 
・水2ｶｯﾌﾟ・塩小ｻｼﾞ2/5 ・こしょう  少々 

　鍋にﾊﾞﾀｰを溶かし、みじん切り
の玉葱を炒め、皮をむいて一口大
に切った南瓜とその他の材料を入れ､
煮ます。煮汁ごとミキサーにかけ、
鍋に戻して、牛乳を加え一煮し、
塩こしょうで味を調えます。 

★材料 
・南瓜300ｇ    
・酒大さじ２     
・みりん・醤油各大さじ１ 

　器に、一口大に切った南瓜と調
味料を入れ、ラップをして電子レ
ンジで5分間かけます。その後少々
蒸らします。 

★材料 
・南瓜１00ｇ・ﾎｰﾑｹｰｷの素 100g   
・卵 １ｹ　・牛乳1/4ｶｯﾌﾟ 

１．皮をむいて、茹でつぶした南
瓜ととき卵ををよく混ぜておき
ます。 

２．１にﾎｰﾑｹｰｷの素と牛乳を合わせ、
ﾎｲﾙｶｯﾌﾟにいれて、10分ほど蒸
します。 


